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福
井
城
と
は

　

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
徳
川
家
康

の
次
男
結
城
秀
康
が
、
現
在
の
福
井

県
庁
・
県
警
本
部
の
あ
る
所
（
当
時

の
北
庄
）に
居
城
を
定
め
た
。
以
後
、

越
前
松
平
氏
が
藩
主
と
な
り
、
明
治

４
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
建
物
・

外
堀
が
壊
さ
れ
る
ま
で
の
約
２
６
０

年
間
、
総
高
37
ｍ
の
威
容
を
誇
っ
て

い
た
の
が
福
井
城
で
あ
る
。

福
井
の
名
前
の
由
来
？

「
福
の
井
」

　

御
廊
下
橋
を
渡
っ
て
福
井
城
跡
に

入
り
、
す
ぐ
左
手
の
石
段
を
登
る
と

天
守
台
跡
が
あ
る
。「
福
の
井
」と
は
、

こ
の
天
守
台
跡
地
の
東
側
隅
に
唯
一

現
存
し
て
い
る
井
戸
の
こ
と
。
福
井

の
地
名
の
由
来
は
こ
の
「
福
の
井
」

に
因
ん
だ
も
の
と
の
説
明
碑
の
記
述

が
あ
る
が
確
証
は
な
い
。

　

別
説
で
、
結
城
秀
康
の
子
、
松
平

忠
直
が
除
封
さ
れ
、
そ
の
弟
忠
昌
が

越
後
高
田
か
ら
入
っ
た
際
に「
北
庄
」

か
ら
「
福
居
」
へ
改
め
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
地
名
が
変
え
ら

れ
た
の
か
。

　

戦
国
の
世
の
一
乗
谷
朝
倉
氏
の
滅

亡
、
柴
田
勝
家
の
失
脚
な
ど
、「
北

庄
」
の
北
の
字
が
敗
北
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
福
が
居
る
「
福
居
」
へ
改

ま
っ
て
の
で
は
と
の
説
が
あ
る
。
そ

の
後
「
福
居
」
か
ら
「
福
井
」
へ
と

変
わ
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
の
福
の
井

　

福
井
城
址
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、

よ
り
親
し
め
る
場
所
と
な
る
よ
う
に

環
境
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
福
の
井

は
、
つ
い
最
近
工
事
が
終
了
し
た
。

震
災
後
に
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
井
戸
石
積
み
や
井
戸
枠
を
江
戸
期

の
大
き
さ
に
復
元
さ
れ
、
上
屋
が
建

築
さ
れ
た
。
ま

た
、
井
戸
の
す

ぐ
傍
に
は
、
給

水
設
備
が
設
置

さ
れ
、
福
井
城

の
井
戸
水
が
利

用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
天

守
台
跡
地
か
ら

見
え
る
中
央
公

園
や
城
址
へ
と

つ
な
が
る
御
廊

下
橋
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、

景
観
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
変
わ
り
ゆ

く
景
色
と
眼
前
に
広
が
る
桜
を
眺
め

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
の
も

ま
た
一
興
だ
ろ
う
。

御廊下橋
県警本部

福井県庁

御本城橋

井戸天守台跡地

県議会議事堂

堀

整備中の中央公園や御廊下橋

整備が完了した「福の井」

ふくい宝さがし 小冊子（想集編）より

ふくいの
魅力探訪
ふくいの“お宝”ひ

とくちメモ

もっと
福井の魅力を
知ってほしい
から・・・
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